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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

路
通
『
俳
諧
勧
進
牒
』
と
其
角

辻　
　

村　
　

尚　
　

子

一
　
は
じ
め
に

元
禄
四
年
、
芭
蕉
は
新
年
を
大
津
の
木
曽
塚
で
迎
え
た
。
毎
年
恒
例
の
歳

旦
も
今
年
は
休
み
、
静
か
な
正
月
で
あ
る
。
金
沢
の
北
枝
に
宛
て
た
正
月
三

日
付
の
書
簡
に
、
今
年
の
歳
旦
に
つ
い
て
「
此
方
年
々
の
事
故ゆ

え
、
当
春
は
非

番
に
致
し
候
。
た
れ
せ
つ
く
も
の
も
御
座
無
く
、
是
ま
で
年
〴
〵
の
骨
折
り

さ
へ
く
や
し
き
事
に
覚
え
候

（
１
）」

と
綴
っ
た
芭
蕉
の
心
底
に
は
、
昨
年
の
歳
旦

に
、
西
行
へ
の
尊
崇
の
念
を
込
め
て
詠
じ
た
自
信
作
「
薦
を
着
て
誰
人
ゐ
ま

す
花
の
春
」
が
京
の
俳
人
の
非
難
を
受
け
た
（
元
禄
三
年
四
月
十
日
付
此

筋
・
千
川
宛
芭
蕉
書
簡
）、
そ
の
苦
い
思
い
が
甦
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。一

月
四
日
、
本
年
最
初
の
句
を
得
た
芭
蕉
は
、
翌
日
、
歳
末
の
句
と
合
わ

せ
て
、
江
戸
勤
番
中
の
膳
所
藩
士
曲
水
に
宛
て
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
　
　

い
ね
〳
〵
と
人
に
い
は
れ
て
も
、
猶
喰
ひ
あ
ら
す
旅
の
や
ど
り
、

　
　
　
　

ど
こ
や
ら
寒
き
居
心
を
侘
び
て

　
　

住
つ
か
ぬ
旅
の
こ
ゝ
ろ
や
置
火
燵

　
　
　
　

�

ま
だ
埋
み
火
の
消
え
や
ら
ず
、
臘
月
末
京
都
を
退
出
、
乙
州
が
新

宅
に
春
を
待
ち
て

　
　

人
に
家
を
か
は
せ
て
我
は
と
し
忘
れ

　
　
　
　

三
日
口
を
閉
ぢ
て
題
正
月
四
日

　
　

大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め
は
何
仏

　
　
　

�

金き
ん

平ぴ
ら

が
分
別
の
ご
と
く
、
こ
と
し
は
休
み
に
致
し
候
ひ
て
、
歳
旦
お

　
　
　
　

も
ひ
よ
ら
ず
候
へ
ば
、
此
の
如
く
に
御
座
候
。

　
　
　
　
　

正
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
せ
を

　
　
　
　
　

曲
水
様

京
の
井
筒
屋
が
板
行
す
る
元
禄
四
年
歳
旦
に
載
る
芭
蕉
句
は
、「
住
つ
か

ぬ
」
句
（
前
書
「
題
し
ら
ず
」）
と
、「
干
鮭
も
空
也
の
痩
も
寒
の
中
」
の
二

つ
の
歳
末
句
の
み
。「
住
つ
か
ぬ
」
句
は
『
猿
蓑
』（
元
禄
四
年
刊
）
に
も
出

る
が
、
前
書
は
な
い
。「
人
に
家
を
」
句
は
、『
猿
蓑
』
に
前
書
「
乙
州
が
新

宅
に
て
」
と
載
る
。
書
簡
の
方
が
情
報
に
豊
む
。
年
初
の
一
句
に
加
え
、
歳
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末
の
動
静
も
明
ら
か
に
す
る
芭
蕉
伝
記
に
と
っ
て
重
要
な
書
簡
で
あ
る
が
、

芭
蕉
の
自
筆
書
簡
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
年
、
刊
行
さ
れ
た

路
通
の
『
俳
諧
勧
進
牒
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
来
、
個
人
と
個
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
私
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず
の

書
簡
が
、撰
集
に
収
め
ら
れ
、お
お
や
け
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
こ
と
が
、他

で
も
な
い
、
路
通
の
撰
集
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

二
　
路
通
の
「
不
行
跡
」

『
俳
諧
勧
進
牒
』（
以
下
『
勧
進
牒
』
と
略
す
）
は
、
路
通
に
と
っ
て
初
め

て
の
撰
集
で
あ
る
。
本
書
の
概
要
を
端
的
に
確
認
す
る
た
め
に
、『
俳
文
学
大

辞
典
』（
普
及
版
。
二
〇
〇
八
年
、
角
川
学
芸
出
版
）
の
解
説
を
引
く
。

　
　

�

俳
諧
撰
集
。
半
二
。
路
通
編
。
京
都
井
筒
屋
庄
兵
衛
刊
。
自
序
。
元
禄

四（
一
六
九
一
）・
春
、
狂
而
堂
跋
。
元
禄
三
年
一
一
月
一
七
日
夜
の
観

音
霊
夢
に
句
を
得
、
勧
化
発
願
を
立
て
廻
国
修
行
の
成
果
を
編
集
し
た

も
の
と
い
う
が
、
内
実
は
、
自
身
の
不
行
跡
が
招
い
た
芭
蕉
の
怒
り
へ

の
釈
明
の
行
為
で
あ
っ
た
。
四
季
発
句
、
月
山
発
句
合
、
亀
翁
五
〇
余

句
、
歌
仙
九
巻
、
諸
家
発
句
を
収
録
。�

（
中
林
円
執
筆
）

路
通
の
性
行
に
つ
い
て
論
じ
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
詳
細

は
省
略
す
る
が
、「
お
よ
そ
蕉
門
に
あ
っ
て
毀
誉
褒
貶
の
甚
だ
し
い
こ
と
路

通
に
比
べ
ら
れ
る
も
の
は
な
い
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に

（
２
）、

そ
の
行
動
が
芭
蕉

や
門
人
た
ち
と
の
間
に
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
許
六

が
「
勘
当
の
門
人
」
と
『
歴
代
滑
稽
伝
』（
正
徳
五
年
成
）
に
記
し
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ま
、
焦
点
を
『
勧
進
牒
』
に
絞
っ
て
い
え
ば
、
本
書
が
「
芭
蕉
の
怒
り

へ
の
釈
明
」
と
さ
れ
る
背
景
に
は
、
元
禄
三
年
春
の
路
通
失
踪
が
あ
っ
た
。

貞
享
二
年
、「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
中
の
芭
蕉
に
入
門
し
た
後
、
元
禄
二
年
八

月
に
は「
奥
の
細
道
」の
芭
蕉
を
敦
賀
に
迎
え
に
行
き
、
翌
年
正
月
三
日
、
伊

賀
に
帰
る
芭
蕉
と
膳
所
の
地
で
別
れ
る
ま
で
芭
蕉
と
行
動
を
共
に
し
た
路
通

が
、
そ
の
直
後
に
行
方
を
く
ら
ま
し
て
い
る
。
失
踪
の
原
因
は
、
某
家
茶
入

れ
紛
失
事
件
の
嫌
疑
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る

（
３
）。

茶
入
れ
は
発
見
さ
れ
、
路
通
が
犯
人
で
な
い
こ
と
は
芭
蕉
も
知
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
こ
の
「
不
行
跡
」
に
よ
り
心
労
を
か
け
た
芭
蕉
に
直
接

面
晤
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
路
通
は
奥
州
に
向
か
い
、
六
月
、
出
羽
の
月
山

に
た
ど
り
着
く
。
そ
し
て
九
月
初
旬
、
江
戸
に
帰
着
。
翌
年
刊
行
し
た
の
が

『
勧
進
牒
』
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
念
の
た
め
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
勧
進
牒
』
の
内
容
が
芭
蕉

の
非
難
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
に
示
し
た

芭
蕉
書
簡
の
公
刊
な
ど
も
、
自
作
が
他
の
撰
集
に
流
出
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た

芭
蕉
の
怒
り
を
買
い
か
ね
な
い
行
為
だ
が

（
４
）、

そ
の
こ
と
で
芭
蕉
の
叱
責
を
受

け
た
形
跡
は
な
い
。
本
書
刊
行
の
翌
元
禄
五
年
、
芭
蕉
は
出
羽
の
呂
丸
に

「
去
々
年
は
路
通
と
申
す
も
の
参
り
、
又
々
御
懇
意
に
預
り
申
す
よ
し
、
少
々

風
雅
も
と
ゞ
め
置
き
候
様
に
勧
進
帳
と
申
す
も
の
に
相
見
え
候
」
と
書
き

送
っ
て
い
る（
二
月
八
日
付
）。
こ
の
書
簡
は
、
路
通
に
続
け
て
奥
羽
行
脚
に

赴
く
支
考
の
紹
介
状
で
、
多
分
に
儀
礼
的
な
面
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
芭
蕉
も

『
勧
進
牒
』
に
「
風
雅
」
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
芭
蕉
の
不
興
を
買
っ
た

の
は
、
不
行
跡
で
あ
っ
て
、
作
品
内
容
で
は
な
い
。

15
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本
書
に
は
其
角
が
跋
を
寄
せ
て
お
り
（「
狂
而
堂
」
は
其
角
の
こ
と
）、
其

角
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
其
角
は
編
集
の
名
手
で
あ
る
。
芭
蕉
書
簡

の
公
表
が
可
能
に
な
っ
た
の
も
、
其
角
の
関
与
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

書
簡
の
受
信
人
で
あ
る
曲
水
は
路
通
に
通
じ
、
其
角
と
親
し
か
っ
た
。

は
や
く
、
潁
原
退
蔵
氏
は
「『
勧
進
牒
』
の
内
容
は
蕉
門
の
撰
集
と
し
て
、

あ
へ
て
第
一
流
の
集
に
伍
し
て
遜
色
あ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
評
し
て
い
る

（
５
）。

し
か
し
、
従
来
の
研
究
の
関
心
の
多
く
は
、『
勧
進
牒
』
出
版
前
後
の
路
通
の

「
不
行
跡
」の
内
実
の
追
究
や
、
そ
の
性
行
が
招
い
た
芭
蕉
な
ら
び
に
同
門
と

の
不
和
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
書
は
「
俳
諧
の
古
今
集
」
と
称
さ
れ
る
『
猿

蓑
』
と
同
年
の
刊
行
で
あ
り
、
両
書
が
共
に
、
冬
季
発
句
を
巻
頭
に
据
え
る

異
例
の
四
季
配
列
を
有
し
、
重
複
し
て
入
集
す
る
句
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
芭

蕉
論
に
お
い
て
『
猿
蓑
』
理
解
の
た
め
に
本
書
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、『
勧
進
牒
』
内
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
る
必
要
も
あ
ろ
う

（
６
）。

本
稿
で
は
、『
勧
進
牒
』
を
読

み
解
く
手
が
か
り
と
し
て
、
其
角
の
関
与
に
注
目
し
、
そ
の
編
集
の
工
夫
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
猿
蓑
』
を
、
ま
た
当
時
の
撰
集
の
あ
り

方
を
考
え
る
上
で
有
益
な
視
点
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
　
其
角
と
路
通

行
方
不
明
だ
っ
た
路
通
が
江
戸
に
姿
を
現
し
て
間
も
な
い
元
禄
三
年
九
月

六
日
、
大
津
に
い
る
芭
蕉
は
江
戸
の
曲
水
に
「
其
角
が
状
に
て
、
路
通
が
披

露
仕
り
候
間
、
左
様
に
御
意
得
成
さ
れ
下
さ
る
べ
く
候
」と
報
じ
て
い
る（
九

月
六
日
付
）。
こ
の
「
路
通
が
披
露
」
は
、『
勧
進
牒
』
出
版
に
よ
る
路
通
の

披
露
と
解
さ
れ
て
お
り
、
其
角
が
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
を
芭
蕉
に
報
じ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
書
に
入
集
す
る
者
は
、
其
角
撰
集
の
入
集
者
が
多
い

（
７
）。

ま
た
、
下
巻
巻

頭
に
「
花
摘
集
追
加
」
と
し
て
発
句
五
十
一
句
を
掲
げ
る
亀
翁
は
、
其
角
門

岩
翁
の
子
で
あ
る
。
入
集
句
の
収
集
に
、
其
角
の
援
助
が
あ
っ
た
。

加
え
て
、
其
角
が
京
の
井
筒
屋
を
紹
介
し
、
出
版
の
世
話
を
し
た
こ
と
を

伝
え
る
書
簡
も
知
ら
れ
て
い
る（
智
海
宛
其
角
書
簡 

元
禄
四
年
閏
八
月
廿
五

日
付
。
後
掲
）。
其
角
と
井
筒
屋
は
、
其
角
の
上
方
旅
行
の
成
果
を
収
め
る

『
い
つ
を
昔
』（
元
禄
三
年
刊
）
以
来
縁
が
あ
る
。
井
筒
屋
の
元
禄
四
年
歳
旦

に
、
芭
蕉
・
其
角
と
共
に
路
通
引
付
が
出
る
の
は
、
其
角
の
後
押
し
に
よ
る

も
の
か
。「
沙
弥
」
と
肩
書
し
た
路
通
歳
旦
句
「
真
中
に
出
て
し
づ
け
し
江
戸

の
春
」
に
は
「
俳
諧
勧
進
牒
お
も
ひ
立
て
」
と
前
書
が
あ
る

（
８
）。

い
わ
ば
、『
勧

進
牒
』
の
出
版
予
告
で
あ
り
、
宣
伝
活
動
で
あ
る
。

其
角
は
な
ぜ
路
通
を
支
援
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
路
通
の
俳
諧
を
高
く
評

価
し
た
の
は
、
其
角
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
芭
蕉
で
あ
っ
た
。「
路
通
な
ど
折

〳
〵
云
ひ
捨
て
、
草
庵
の
侘
会
、
其
の
お
も
し
ろ
さ
、
路
通
が
妙
作
、
鬼
を

驚
か
す
計ば

か
りに

候
」
と
其
角
宛
芭
蕉
書
簡
に
あ
る
（
元
禄
元
年
十
二
月
五
日
付
。

同
日
付
尚
白
宛
に
も
「
俳
作
妙
を
得
た
り
」
と
路
通
へ
の
賛
辞
が
あ
る
）。

こ
の
時
、
其
角
は
『
い
つ
を
昔
』
の
旅
で
上
方
滞
在
中
。
旅
行
出
発
直
前

の
九
月
十
日
、
素
堂
亭
の
菊
見
の
会
で
芭
蕉
に
従
い
出
席
し
た
路
通
と
同
席

し
た
の
が
、
元
禄
元
年
に
お
い
て
唯
一
確
認
で
き
る
其
角
と
路
通
の
対
面
で

あ
る
。『
い
つ
を
昔
』
に
、
路
通
の
発
句
五
（
素
堂
と
同
数
）
の
入
集
を
見
る

の
は
、
当
時
の
芭
蕉
の
評
価
を
酌
ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
続
く
『
花
摘
』

16
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（
元
禄
三
年
刊
）
に
は
発
句
三
の
入
集
。
と
り
た
て
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。

江
戸
に
帰
着
し
た
路
通
の
処
遇
に
つ
い
て
、
杉
風
・
曾
良
が
揃
っ
て
芭
蕉

に
宛
て
た
書
簡
は
、
突
然
姿
を
現
し
た
路
通
に
、
両
者
が
戸
惑
い
を
隠
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
様
子
を
伝
え
る
（
元
禄
三
年
九
月
二
十
五
日
付
杉
風
書

簡
、
同
二
十
六
日
付
曾
良
書
簡
）。
芭
蕉
に
近
し
い
門
人
が
困
惑
を
示
す
な

か
、
其
角
は
、
い
ち
早
く
路
通
の
支
援
を
決
意
し
、
上
方
に
い
る
芭
蕉
に
報

じ
た
の
で
あ
る
。
塩
崎
俊
彦
氏
「
其
角
『
雑
談
集
』
と
芭
蕉

（
９
）」

は
芭
蕉
の
江

戸
不
在
時
に
お
い
て
、
其
角
が
芭
蕉
の
俳
諧
の
守
り
役
を
果
た
し
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
意
識
の
も
と
、
門
人
間
の
調
整
役
を
務
め
た
と
い
う

向
き
も
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
今
回
は
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
芭
蕉
の
名
誉
回

復
の
た
め
、
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

芭
蕉
は
曾
良
宛
書
簡
に
「
露

（
路
）通

事
、
何
や
ら
か
や
ら
に
て
申
し
尽
し
難
く

候
。
国
々
門
人
方
へ
も
名
高
く
申
し
ひ
ろ
め
候
ひ
て
、
只
今
口
を
す
ぼ
め
候

も
面
目
な
く
候
処
、
先ま

ず
々
出
で
候
へ
ば
能
く
御
座
候
」（
元
禄
三
年
九
月
十

二
日
付
）
と
綴
っ
て
い
る
。
高
く
評
価
喧
伝
し
て
い
た
だ
け
に
、
路
通
の
不

祥
事
に
芭
蕉
は
複
雑
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
芭
蕉
の
「
面
目
」
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
其
角
が
一
肌
脱
い
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
年
の
芭
蕉
歳
旦
「
薦
を
着
て
」
句
が
、「
こ
も
か
ぶ
り
を
引
付
の
巻
頭

に
何
事
に
や
」（
四
月
十
日
付
此
筋
・
千
川
宛
）と
、
京
の
人
々
の
批
判
を
浴

び
た
時
、
そ
の
薦
被
り
で
あ
る
乞
食
の
句
を
い
ち
早
く
『
花
摘
』（
七
月
奥
）

に
収
録
、
刊
行
す
る
こ
と
で
、
上
方
に
い
る
芭
蕉
に
声エ

ー
ル援

を
送
っ
た
の
は
其

角
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
路
通
の
お
披
露
目
で
あ
る
。
芭
蕉
の
名
誉
回
復
た

め
、
其
角
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
　「
狂
而
堂
」
の
手
法

『
勧
進
牒
』
序
文
は
、
路
通
が
「
風
雅
の
勧
進
沙
弥
」
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
事
の
次
第
を
次
の
よ
う
に
書
き
起
こ
す（

（1
（

。

�

奉
加
乞
食
路
通
敬
白

　
　

�

元
禄
三
年
霜
月
十
七
日
の
夜
、
観
音
大
士
の
霊
夢
を
蒙
る
。
あ
ま
ね
く

俳
諧
の
勧
進
を
ひ
ろ
め
、
風
雅
を
起
す
べ
し
と
、
金
玉
ひ
と
つ
ら
ね
奉

加
に
つ
か
せ
給
ふ
。

　
　
　
　

霜
の
中
に
根
は
か
ら
さ
じ
な
さ
し
も
艸

　
　

�

覚
て
後
、
感
涙
し
き
り
な
る
あ
ま
り
、
千
日
の
行
を
企
畢
。
広
く
続
て

一
言
半
句
の
信
助
を
乞
。
大
願
の
起
、
か
く
の
ご
と
し
。
…

観
音
大
士
の
霊
夢
に
よ
り
、
俳
諧
勧
進
の
千
日
行
を
発
願
し
た
と
い
う
。
序

文
末
尾
に
は
、
百
日
ご
と
に
集
め
た
句
を
版
行
し
、
千
日
の
大
望
を
果
た
し

た
暁
に
は
十
巻
と
し
、
神
仏
と
の
縁
を
結
び
た
い
と
述
べ
、「
頭
陀
乞
食
の

間
、
神
明
仏
陀
同
じ
く
冥
慮
を
た
れ
た
ま
へ
。
穴
賢
」
と
、
神
仏
の
加
護
を

祈
念
す
る
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。

続
く
本
文
一
行
目
に
は
、
内
題
「
俳
諧
勧
進
帳
」
の
下
に
「
修
行
始
霜
月

十
八
日
」
の
文
字
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
下
、
本
集
に
収
録
す
る
句
は
、
霊

夢
を
得
た
翌
日
か
ら
早
速
実
行
に
移
さ
れ
た
、
路
通
の
俳
諧
勧
進
修
行
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
奉
加
の
句
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
巻

頭
句
「
寒
さ
に
は
こ
ま
り
な
が
ら
も
芳
野
哉　

観
活
坊
」
は
も
ち
ろ
ん
冬
季

の
句
で
あ
り
、
本
集
上
巻
の
四
季
発
句
は
、
冬
・
春
・
夏
・
秋
の
順
と
な
る
。

『
猿
蓑
』
の
配
列
（
但
し
『
猿
蓑
』
は
冬
・
夏
・
秋
・
春
。『
勧
進
牒
』
と
の

17
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重
複
を
避
け
た
と
の
見
方
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
）
と
の
共
通
が
注
目
さ
れ

て
き
た
、
巻
頭
発
句
に
冬
季
を
置
く
異
例
で
あ
る
。

春
季
以
外
の
句
を
巻
頭
に
置
く
こ
と
は
前
例
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
其
角

の
『
花
摘
』
で
あ
る
。
其
角
の
母
の
四
回
忌
追
善
と
し
て
編
ま
れ
た
同
書
巻

頭
に
は
、
母
の
命
日
で
あ
る
（
釈
迦
の
灌
仏
会
で
も
あ
る
）
四
月
八
日
に
其

角
が
詠
ん
だ
「
灌
仏
や
墓
に
む
か
へ
る
独
言
」
句
（
夏
季
）
が
据
え
ら
れ
る
。

『
花
摘
』は
亡
母
追
善
の
た
め
の
一
夏
百
句
の
試
み
で
あ
り
、
収
録
す
る
の
は

基
本
的
に
満
百
と
な
る
七
月
十
九
日
ま
で
の
夏
・
秋
句
で
あ
る
の
で
、
必
ず

し
も
同
じ
と
は
言
え
な
い
が
、
撰
集
の
機
縁
（
母
の
命
日
・
観
音
霊
夢
）
に

沿
っ
て
巻
頭
句
が
据
え
ら
れ
る
点
が
共
通
す
る
。
そ
の
機
縁
は
一
定
期
間
の

行
を
導
き（

（1
（

、
そ
れ
が
撰
集
の
構
成
を
支
え
て
い
る
。
ま
た
、『
花
摘
』
入
集
句

は
、
其
角
が
日
々
見
聞
し
た
句
を
「
結
縁
と
な
し
て
」（
其
角
序
）
書
き
付
け

た
も
の
で
あ
る
点
も
、『
勧
進
牒
』
に
重
な
る
。

こ
の
「
結
縁
」
と
い
う
の
は
、
編
者
に
と
っ
て
便
利
な
方
法
で
あ
る
。
例

え
ば
『
花
摘
』
五
月
一
日
の
条
に
は
、「
卯
月
十
八
日
の
文
の
中
に
聞
ゆ
」
と

注
記
し
、
去
来
の
俳
文
「
鼡
説
」
を
「
一
夏
百
句
の
け
ち
ゑ
ん
」
に
書
き
付

け
る
。
そ
の
方
法
が
、
結
果
と
し
て
、
撰
集
に
配
列
の
変
化
を
生
み
出
し
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。『
勧
進
牒
』
に
お
い
て
も
、「
ま
つ
も
と
に
て
／

初
雪
や
四
五
里
へ
だ
て
ゝ
ひ
ら
の
嶽　

去
来
」
句
を
、「
こ
れ
は
、
ふ
る
き
文

ど
も
（
の
）
中
に
見
出
し
侍
り
て
な
つ
か
し
さ
に
、
初
雪
な
ら
び
へ
だ
ゝ
り

0

0

0

0

0

0

0

ぬ
れ
ど

0

0

0

、
又
こ
ゝ
に
と
ゞ
め
侍
り
ぬ
」
と
入
集
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
下
巻

巻
頭
に
亀
翁
の
発
句
群
を
置
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
も
、
そ
れ
が
、
勧

進
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
結
縁
の
句
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
亀
翁
発
句
に
は
、

「
花
摘
集
追
加
」
と
前
書
し
、
句
末
に
は
「
一
夏
花
摘
之
句
五
十
余
寄
路
通
坊

之
勧
進
」
と
添
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
勧
進
の
句
で
あ
る
と
同
時
に
、『
勧
進

牒
』
が
『
花
摘
』
の
後
続
の
集
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

芭
蕉
書
簡
を
撰
集
で
公
開
す
る
の
も
、
其
角
の
手
法
で
あ
る
。『
花
摘
』
に

は
、
其
角
「
丈
山
の
渡
ら
ぬ
あ
と
を
凉
み
哉
」
句
の
前
書
に
「
翁
ゟ
の
文
に
、

都
の
凉
み
過
て
、
又
ど
ち
風
に
な
り
と
も
ま
か
せ
て
な
ど
ゝ
、
聞
へ
け
る
を

と
ゞ
め
て
」（
六
月
九
日
）と
、
一
部
を
引
用
す
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、
は
や

く
、
其
角
の
紀
行
『
新
山
家
』（
貞
享
三
年
刊
）
に
お
い
て
、
大
顚
和
尚
の
訃

報
を
其
角
に
報
じ
る
貞
享
二
年
四
月
五
日
付
書
簡
が
、
署
名「
ば
せ
を
」・
日

付
「
四
月
五
日
」・
宛
名
「
其
角
雅
生
」
を
伴
う
書
簡
体
裁
の
ま
ま
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
芭
蕉
生
前
に
お
い
て
、
撰
集
に
公
表
さ
れ
た
芭
蕉
書
簡
は
、
現
在

確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
に
『
勧
進
牒
』
の
例
を
加
え
る
の
み

で
あ
る
。
其
角
だ
か
ら
こ
そ
、
許
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
方
法

を
路
通
が
其
角
撰
集
に
学
ん
だ
、
と
い
う
よ
り
は
、
其
角
が
編
集
に
お
い
て

も
積
極
的
に
関
与
し
た
、
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
其
角
の
撰
集
法
に
、
形
式
の
模
倣
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。『
田
舎
之
句
合
』（
歌
合
）、『
新
山
家
』（
紀
行
）、『
い
つ
を
昔
』

（
定
数
歌
）、『
花
摘
』（
日
記
）
と
、
何
ら
か
の
形
式
を
模
し
て
集
を
編
む
の

で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
手
法
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
其
角
の
跋
文
に
注

目
し
た
い
。

　
　

�
誹
諧
の
面
目
何
と
〳
〵
さ
と
ら
ん
。
な
に
と
〳
〵
悟
ら
ん
。
は
い
か
い

の
面
目
は
ま
が
り
な
り
に
や
つ
て
を
け
。

　
　

�

一
句
勧
進
の
功
徳
は
、
む
ね
の
う
ち
の
煩
悩
を
舌
の
先
に
は
ら
つ
て
、

18
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即
心
即
仏
と
し
る
べ
し
。
句
作
の
よ
し
あ
し
は
、
ま
が
り
な
り
に
や
つ

て
を
け
。
げ
に
も
さ
う
よ
、
や
よ
、
げ
に
も
さ
う
よ
の
。　

狂
而
堂

本
集
成
立
の
背
景
に
あ
る
、
路
通
の
不
行
跡
や
、
芭
蕉
の
面
目
失
墜
と

い
っ
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な
事
情
を
、
あ
え
て
戯
文
に
包
む
、
其
角
独
特
の
セ
ン

ス
で
綴
ら
れ
た
そ
の
跋
文
の
、「
げ
に
も
さ
う
よ
、
や
よ
、
げ
に
も
さ
う
よ

の
」
が
鍵
と
な
る
。
既
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
狂
言
の
囃
子
こ
と

ば
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
囃
子
で
終
わ
り
を
迎
え
る
の
が
狂
言
の
一
つ
の

型
と
し
て
あ
る
（「
烏
帽
子
折
」「
末
広
が
り
」
等
）。
其
角
は
狂
言
を
模
し
て

い
る
の
だ
。
本
集
が
初
の
使
用
と
な
る
「
狂
而
堂
」
号
も
、
そ
れ
に
ち
な
ん

だ
趣
向
で
あ
ろ
う
。

加
藤
定
彦
氏
は
、
露
沾
の
サ
ロ
ン
形
成
と
能
楽
流
行
が
江
戸
蕉
門
に
及
ぼ

し
た
影
響
に
つ
い
て
論
ず
る
な
か
で
、
其
角
の
能
へ
の
関
心
も
そ
の
影
響
下

に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、『
勧
進
牒
』
の
構
成
が
、
謡
曲
「
安
宅
」
や

『
義
経
記
』
な
ど
の
「
北
国
落
」
に
着
想
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

（1
（

。『
勧
進
牒
』

に
は
、
露
沾
サ
ロ
ン
に
其
角
や
路
通
ら
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
月
次
興
行
発

句
や
連
句
が
入
集
し
、
其
角
周
辺
に
、
能
狂
言
に
よ
る
趣
向
を
楽
し
む
素
地

が
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

巻
頭
の
路
通
序
に
「
奉
加
乞
食
路
通
敬
白

0

0

」
と
あ
る
の
は
、
謡
曲
「
安
宅
」

で
武
蔵
坊
弁
慶
が
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
る
場
面
「
…
此
世
に
て
は
、
無
比
の

楽
に
誇
り
、
当
来
に
て
は
、
数
千
蓮
花
の
上
に
坐
せ
ん
、
帰
命
稽
首
、
敬
つ

0

0

て
白
す

0

0

0

と
、
天
も
響
け
と
読
み
上
げ
た
り
」
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て

こ
の
序
文
は
、
俳
諧
勧
進
乞
食
た
る
路
通
が
、
自
身
が
何
者
で
あ
る
の
か
を

語
る
紹
介
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。「
罷
出
た
る
は
都
本

国
寺
の
坊
主
で
御
ざ
る
、
此
度
思
ひ
立
、
甲
斐
の
身
延
を
参
詣
致
し
、
唯
今

下
向
道
で
御
ざ
る
…
」（
狂
言
「
宗
論
」）
等
の
例
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
登

場
人
物
の
名
乗
り
か
ら
始
ま
る
の
は
能
狂
言
の
定
型
で
あ
っ
た
。

失
踪
の
後
、
修
験
道
の
一
大
修
行
地
た
る
月
山
か
ら
帰
着
し
た
と
い
う
路

通
を
、『
勧
進
牒
』
は
風
雅
の
勧
進
乞
食
に
擬
え
、
狂
言
仕
立
て
で
登
場
さ
せ

る
。
事
実
と
し
て
、
路
通
が
霊
夢
を
得
た
か
否
か
は
、
問
題
で
は
な
い
。
本

集
を
手
に
し
た
読
者
は
、
狂
而
堂
其
角
が
後

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

援
し
た
狂
言
の
、
そ
の
風
狂
の

世
界
に
た
だ
心
を
遊
ば
せ
れ
ば
よ
い
。
奇
し
く
も
観
音
の
縁
日
で
あ
る
十
八

日
（
（1
（

の
前
夜
に
霊
夢
を
蒙
っ
た
、
そ
の
縁
の
深
さ
を
喜
べ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

霜
月
十
八
日
、
俳
諧
勧
進
乞
食
と
し
て
の
路
通
の
修
行
が
始
ま
る
。

　
　
　
　

�

一
む
か
し
に
な
り
ぬ
ら
ん
、
み
よ
し
の
ゝ
冬
枯
見
ま
ほ
し
く
分
入

し
比
、
流
浪
の
僧
に
逢
。
雪
空
の
着
肌
我
よ
り
う
す
く
、
心
猶
う

る
は
し
き
さ
ま
懐
か
し
く
、
都
迄
と
う
ち
さ
そ
ひ
け
る
を
、
露
う

ご
く
け
し
き
見
え
た
ま
は
ず

　
　

寒
さ
に
は
こ
ま
り
な
が
ら
も
芳
野
哉　
　
　
　

観
活
坊

　
　
　
　

旅
行

　
　

は
つ
雪
や
聖
小
僧
の
笈
の
色　
　
　
　
　
　
　

風
羅
坊

　
　
　
　

寒
夜
増
信

　
　

庚
申
や
山
茶
花
す
で
に
開
る
夜　
　
　
　
　
　

露
沾
子

　
　

寝
ご
ゝ
ろ
や
火
燵
蒲
団
の
さ
め
ぬ
う
ち　
　
　

其
角

　
　
　
　

箇
々
円
成

　
　

松
の
葉
や
あ
ら
れ
ひ
と
つ
の
す
は
り
や
う　
　

曲
水

　
　

霜
解
や
都
に
出
し
下
駄
の
跡　
　
　
　
　
　
　

沾
徳
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一
筋
の
砂
川
深
し
鴨
の
あ
し　
　
　
　
　
　
　

遠
水

巻
頭
に
並
ぶ
、
共
に
坊
号
を
持
つ
観
活
坊
・
風
羅
坊
（
芭
蕉
）
の
二
句
が
見

と
め
た
の
は
、
雪
空
の
中
に
あ
る
流
浪
の
僧
の
姿
。
そ
こ
に
本
狂
言
の
主
役

で
あ
る
路
通
の
姿
が
重
な
る
。
吉
野
は
修
験
道
の
峰
入
修
行
の
地
。
芭
蕉
句

の
「
聖
小
僧
」
は
諸
注
が
、
こ
の
句
以
外
に
用
例
を
み
な
い
こ
と
を
指
摘
し

つ
つ
「
高
野
聖
」
の
こ
と
か
、
と
注
解
す
る（

（1
（

。
観
活
坊
は
本
集
以
外
に
入
集

を
見
な
い（

（1
（

。
路
通
と
関
係
の
あ
っ
た
修
行
僧
が
寄
せ
た
句
か
、
前
書
は
、
あ

る
い
は
前
書
・
発
句
共
に
創
作
さ
れ
た
も
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。「
一
む
か

し
」
の
こ
と
と
あ
る
が
、「
冬
枯
」
の
頃
と
い
う
そ
の
時
節
は
、
修
行
始
め
の

霜
月
に
、
そ
し
て
路
通
が
得
た
夢
想
句
「
霜
の
中
に
根
は
か
ら
さ
じ
な
さ
し

も
艸
」
と
響
き
合
う（

（1
（

。
芭
蕉
句
か
ら
露
沾
句
へ
の
展
開
は
、「
狂
句
こ
が
ら
し

の
身
は
竹
斎
に
似
た
る
哉　

芭
蕉
／
た
そ
や
と
ば
し
る
か
さ
の
山
茶
花

0

0

0　

野

水
」（『
冬
の
日
』）
を
受
け
、「
旅
人
と
我
名
よ
ば
れ
ん
初
霽　

芭
蕉
／
亦

さ
ゞ
ん
花

0

0

0

0

を
宿
〳
〵
に
し
て　

由
之
」（『
続
虚
栗
』）
と
反
芻
さ
れ
た
風
狂

の
旅
僧
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
其
角
句
は
、
露
沾
句
に
寄
り
添
い
、
庚

申
明
け
を
待
つ
人
ご
こ
ろ
を
情
趣
豊
か
に
描
き
出
す
（「
庚
申

0

0

や
こ
と
に
火0

燵0

の
あ
る
座
敷　

残
香
」『
炭
俵
』）。
屋
外
に
目
を
や
れ
ば
、松
葉
の
霰
粒
が

「
箇
々
円
成
」（
万
物
に
仏
性
が
備
わ
る
意
の
仏
語
）
の
妙
理
を
示
す
。
凍
て

つ
く
寒
さ
の
中
、
僧
は
再
び
一
筋
の
川
に
沿
っ
て
都
へ
と
歩
み
を
進
め
て
ゆ

く
…
。

個
々
に
自
立
す
る
発
句
が
、集
め
ら
れ
、並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、句

と
句
の
間
に
連
想
の
文
脈
が
生
ま
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
あ
た
か
も
連
句
の
世

界
よ
う
な
、
物
語
の
展
開
が
あ
る
。

下
巻
巻
末
は
「
旅
立
け
る
日
も
吟
身
や
む
こ
と
な
ふ
し
て
」
と
前
書
す
る

「
い
で
や
空
う
の
花
ほ
ど
は
く
も
る
共　

路
通
／
句
の
上
お
も
へ
は
る
〴
〵

の
旅　

其
角
」
に
始
ま
る
歌
仙
（
連
衆
は
他
に
普
船
・
仙
化
・
渓
石
）
が
飾

る
。
挙
句
は
「
十
日
過
て
も
笑
ふ
山
科　

普
船
」
で
、
江
戸
で
の
勧
進
修
行

を
終
え
、
都
に
向
か
う
路
通
を
こ
と
ほ
ぐ
。
京
に
出
る
の
は
、
井
筒
屋
で
本

書
を
出
版
す
る
た
め
と
い
う
実
際
の
用
向
き
も
あ
る
の
だ
が
、
続
く
其
角
跋

の
後
に
は
「
勧
進
牒
初
巻
於
武
江
撰
」
の
一
行
を
添
え
、
序
文
に
述
べ
た
千

日
行
の
大
望
を
果
た
す
べ
く
、
新
た
な
修
行
地
に
旅
立
つ
路
通
を
演
出
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
下
巻
収
録
歌
仙
の
う
ち
、「
花
に
行
句
鏡
重
し
頭
陀
袋　

露

沾
」
を
発
句
と
す
る
歌
仙
（
前
書
「
路
通
餞
別
」。
連
衆
露
沾
・
路
通
・
沾

荷
・
虚
谷
）
の
挙
句
近
く
に
「
天
が
下
勧
進
牒

0

0

0

に
名
を
遂
て　

露
沾
／
野
も

芳
し
き
観
音

0

0

の
慈
悲　

コ
（
虚
）
谷
」
の
付
合
が
あ
る
。
露
沾
ら
が
、『
勧
進

牒
』
の
企
て
を
承
知
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
集
中
、
素

堂
・
揚
水
・
里
東
と
並
ぶ
発
句
の
前
書
「
金
馬
の
と
し
仲
の
冬
中
の
七
日

（
元
禄
三
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
こ
と
）、
三
四
友
を
か
た
ら
ひ
て
、
こ
ゝ
ろ
ざ

し
を
申
侍
る
」
は
編
集
に
際
し
て
付
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、

素
堂
ら
も
こ
の
企
画
の
賛
同
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
其
角
を
中
心
と
す

る
面
々
が
、
虚
実
な
い
ま
ぜ
の
世
界
の
創
作
に
興
じ
、
生
ま
れ
た
の
が
『
勧

進
牒
』
な
の
で
あ
る
。
集
を
貫
く
設
定
の
も
と
、
立
ち
上
が
る
文
学
空
間
に
、

編
者
の
み
な
ら
ず
、
句
作
者
た
ち
も
参
加
す
る
楽
し
み
を
共
有
す
る
。
物
語

創
作
の
場
と
し
て
の
、
撰
集
の
姿
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
総
花
的
に

集
め
た
門
人
句
を
季
題
に
よ
っ
て
分
類
配
列
す
る
自
派
の
勢
力
誇
示
と
し
て

の
、
あ
る
い
は
、
個
人
の
詠
作
・
交
歓
の
記
録
と
し
て
の
撰
集
と
は
本
質
的
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に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
こ
の
一
筋
を

『
勧
進
牒
』
冬
の
部
に
「
果
の
朔
日
の
朝
か
ら
／
節
季
候
の
来
れ
ば
風
雅
も

師
走
哉　

風
羅
坊
」「
元
日
を
起
す
や
う
な
り
節
季
候　

キ
角
」
に
次
い
で
、

「
両
句
に
対
し
て
我
も
」
と
前
書
し
た
路
通
句
「
節
季
候
よ
せ
は
し
き
口
の
覆

物
」
が
並
ぶ
。
路
通
が
芭
蕉
・
其
角
句
に
唱
和
を
試
み
て
い
る（

（1
（

。

本
集
四
季
発
句
に
収
録
す
る
芭
蕉
句
は
全
て「
風
羅
坊
」で
入
集
す
る
。
書

簡
引
用
で
は
「
ば
せ
を
」（
芭
蕉
自
筆
書
簡
に
使
用
例
が
あ
る
）
を
用
い
、
そ

の
呼
称
に
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
前
掲
加
藤
氏
稿
は
、

高
橋
氏
の
説
も
踏
ま
え
た
上
で
、「
奥
の
細
道
」
旅
中
、
那
須
で
書
き
遺
し
た

「
落
く
る
や
」
ほ
か
句
文
懐
紙
に
注
目
す
る
。「
み
ち
の
く
一
見
の
桑
門
、
同

行
二
人
、
那
す
の
篠
原
を
た
づ
ね
て
…
」
と
書
き
出
す
前
書
に
、「
落
く
る
や

た
か
く
の
宿
の
郭
公　

風
羅
坊
／
木
の
間
を
の
ぞ
く
短
夜
の
雨　

曾
良
」
の

発
句
・
脇
を
揮
毫
す
る
も
の
で
あ
る
。『
勧
進
牒
』
の
「
風
羅
坊
」
号
使
用
は
、

謡
曲
の
詞
章
を
用
い
な
が
ら
、
勧
進
山
伏
の
旅
に
自
ら
を
擬
し
た
芭
蕉
の
精

神
を
承
け
て
の
趣
向
と
指
摘
す
る
。

『
勧
進
牒
』
冬
の
部
の

　
　
　
　

勧
進
お
も
ひ
立
け
る
一
筋
を

　
　

あ
は
れ
し
れ
俊
乗
房
の
薬
喰　
　

路
通

は
、
下
巻
収
録
歌
仙
の
第
一
、「
俳
諧
連
歌
勧
進
始
曲
水
亭
」
と
前
書
す
る
路

通
・
曲
水
・
其
角
ら
五
吟
歌
仙
の
発
句
に
も
な
り
、
本
集
を
代
表
す
る
一
句

と
い
え
る
。
俊
乗
房
は
、
東
大
寺
再
建
の
大
勧
進
と
な
っ
た
平
安
末
期
の
僧

重
源
の
こ
と
。
謡
曲
「
安
宅
」
の
先
に
引
い
た
場
面
に
も
、「
俊
乗
房
重
源
、

諸
国
を
勧
進
す
、
一
紙
半
銭
の
、
宝
財
の
輩
は
…
」
と
登
場
す
る
。
俊
乗
房

に
連
な
る
、
勧
進
僧
と
し
て
の
姿
勢
を
表
明
し
た
路
通
の
一
句
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
前
書
に
「
一
筋
を
」
と
あ
る
の
に
注
意
し
た
い
。
春
の

部
に
其
角
の
「
梅
の
木
や
こ
の
ひ
と
筋
を

0

0

0

0

0

0

ふ
き
の
と
う
」
句
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
其
角
句
に
つ
い
て
、
島
津
忠
夫
先
生
が
、
伊
東
月
草
『
猿
蓑
俳

句
鑑
賞
』（
昭
和
十
五
年
、
古
今
書
院
）
の
指
摘
す
る
「
つ
ひ
に
無
能
無
芸
に

て
只
此
一
筋
に
つ
な
が
る
」
を
踏
ま
え
た
意
を
読
み
と
っ
て
お
ら
れ
る
の
は

示
唆
的
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
言
葉
は
、『
猿
蓑
』
に
唯
一
収
録
さ
れ
る
芭
蕉
俳
文

「
幻
住
庵
記
」に
あ
り
、
そ
の
幻
住
庵
は
曲
水
が
芭
蕉
に
提
供
し
た
の
で
あ
っ

た
。
元
禄
三
年
十
一
月
十
四
日
付
曲
水
宛
書
簡
に
「
幻
住
庵
の
記
も
漸
々
此

比
書
き
立
て
申
し
候
。
…
重
ね
て
貴
覧
に
入
る
べ
く
候
」と
あ
る
。
ま
た
、同

年
九
月
十
二
日
付
曾
良
宛
書
簡
に
も
、「
幻
住
庵
の
記
も
書
き
申
し
候
。
文
章

古
く
成
り
候
ひ
て
さ
ん
〴
〵
気
の
毒
致
し
候
。
…
重
ね
て
ひ
そ
か
に
清
書
御

目
に
懸
く
べ
く
候
間
、
素
堂
へ
内
談
承
る
べ
く
候
」
と
あ
り
、『
猿
蓑
』
出
版

以
前
に
、
江
戸
に
い
る
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
接
し
た
「
幻
住
庵
記
」
の
、
芭
蕉
の
風
雅
精
神
を

象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
此
一
筋
」
に
（
お
そ
ら
く
は
其
角
が
）
敏

感
に
反
応
し
、
そ
れ
が
、
其
角
、
路
通
と
反
芻
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
（
な
お
、
前
引
観
活
坊
以
下
に
連
な
る
遠
水
「
一
筋
の
」
句
も
こ
の
意
を

重
ね
て
読
む
と
よ
り
味
わ
い
深
く
な
る
）。

『
猿
蓑
』
所
収
「
幻
住
庵
記
」
本
文
で
は
、「
此
一
筋
」
は
「
俳
諧
一
筋
」

の
意
で
あ
る
が
、
そ
の
初
案
に
は（

（2
（

、
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�
…
終
に
無
能
無
才
に
し
て
此
一
筋
に
つ
な
が
る
。
凡
西
行
宗
祇
の
風
雅

に
を
け
る
、
雪
舟
の
絵
に
置
る
、
利
休
が
茶
に
置
る
、
賢
愚
ひ
と
し
か

ら
ざ
れ
ど
も
、
其
貫
道
す
る
も
の
は
一
な
ら
む
と
…

と
、『
笈
の
小
文
』
の
冒
頭
「
百
骸
九
竅
の
中
に
物
有
。
か
り
に
名
付
て
風
羅

坊
と
い
ふ
。
…
」
に
続
く
有
名
な
風
雅
論
の
原
型
が
あ
り
、「
此
一
筋
」
は
西

行
以
下
の
古
人
に
連
な
る
一
筋
で
あ
っ
た
。『
勧
進
牒
』
路
通
序
文
に
「
ひ
と

へ
に
古
人

0

0

息
を
は
づ
み
、
臍
を
か
た
う
し
て
此
筋
を
嗜
む

0

0

0

0

0

と
い
へ
ど
も
、
愚

か
な
る
身
の
な
ら
ひ
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
み
だ
れ
が
ち
な
る
は
か
な
さ
よ
」
と

あ
り
、
路
通
は
、
こ
の
文
脈
で
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
古
人
た
る
西
行
は
、
俊
乗
房
重
源
の
依
頼
で
、
東
大
寺
再
興
の
た
め
の
砂

金
勧
進
に
奥
州
に
赴
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

芭
蕉
の
西
行
尊
崇
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
何
よ
り
、「
奥
の
細
道
」
の
芭

蕉
を
迎
え
に
行
っ
た
路
通
は
、
西
行
に
憧
れ
、
乞
食
行
脚
の
旅
僧
に
身
を
や

つ
し
た
師
、
芭
蕉
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
。『
勧
進
牒
』
は
、
直
接
的
に
は

謡
曲
「
安
宅
」
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
風
雅
の
勧
進
乞
食
を
志
す
路
通
の
、
そ

の
一
筋
の
先
に
は
、
芭
蕉
の
、
そ
し
て
西
行
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
本
集
に
、
奥
州
で
の
風
交
の
成
果
と
し
て
収
録
す
る
「
月
山
句
合
」
は
、

西
行
の
『
御
裳
濯
河
歌
合
』『
宮
河
歌
合
』
を
意
識
す
る
（
句
合
路
通
序
に

「
往
昔
円
位
（
西
行
）
の
二
巻
に
も
あ
ら
ず
…
」
と
あ
る（

（2
（

）。
芭
蕉
が
「
薦
を

着
て
」
句
に
お
い
て
「
誰
人
ゐ
ま
す
」
と
呼
び
か
け
た
、
西
行
『
撰
集
抄
』

に
登
場
す
る
風
雅
心
を
持
つ
乞
食
僧
と
し
て
、
路
通
は
『
勧
進
牒
』
を
通
し

て
名
乗
り
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、刊
行
の
翌
年
、芭
蕉
は「
路

通
事
は
大
坂
に
て
還
俗
致
し
た
る
も
の
（
と
）
推
量
致
し
候
。
…
と
て
も
西

行
・
能
因
が
ま
ね
は
成
り
申
す
ま
じ
く
候
へ
ば
、
平
生
の
人
に
て
御
座
候
。

…
」
と
述
べ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
（
元
禄
五
年
二
月
十
八
日
曲
水
宛
）、
そ

れ
は
、『
勧
進
牒
』
の
路
通
を
念
頭
に
お
い
て
の
発
言
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六
　
唱
和
と
変
奏

江
戸
で
其
角
が
路
通
を
支
え
『
勧
進
牒
』
を
編
ん
で
い
た
時
、
上
方
で
は

芭
蕉
が
去
来
・
凡
兆
を
指
導
し
『
猿
蓑
』
を
編
集
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

『
勧
進
牒
』が
一
足
先
に
編
集
を
終
え
、
四
月
初
旬
に
路
通
は
出
版
の
た
め
京

に
旅
立
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
方
、「
文
集
」
計
画
の
企
図
が
外
れ
た
『
猿
蓑
』

の
編
集
は
五
月
末
に
大
詰
め
を
迎
え
、
七
月
三
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
揃
っ
て

京
の
井
筒
屋
庄
兵
衛
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
其
角
が

江
戸
の
版
元
で
は
な
く
、
井
筒
屋
を
選
ん
だ
の
は
、
芭
蕉
を
は
じ
め
上
方
の

反
応
を
意
識
し
、
い
ち
早
く
手
元
に
届
け
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

『
勧
進
牒
』
の
刊
行
日
に
つ
い
て
は
、
長
く
五
月
二
十
六
日
と
さ
れ
て
き

た
。
加
藤
定
彦
氏
が
『
蕉
門
俳
書
集
』
解
説
で
八
月
二
十
六
日
と
し
て
お
ら

れ
る
が
、
そ
の
後
も
『
芭
蕉
年
譜
大
成
』、『
元
禄
時
代
俳
人
大
観
』
に
五
月

二
十
六
日
と
す
る
。
加
藤
氏
解
説
で
は
詳
細
に
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
、

改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

両
説
と
も
に
、
根
拠
は
阿
誰
軒
編
『
誹
諧
書
籍
目
録（

（2
（

』（
元
禄
五
年
刊
）
で

あ
る
。
目
録
で
は
書
名
の
左
下
に
刊
行
年
月
日
が
小
字
で
記
さ
れ
る
。
そ
の

際
、
前
項
と
同
じ
場
合
は
「
同
」
と
し
て
省
略
さ
れ
る
。
こ
の
「
同
」
が
問

題
で
あ
っ
た
。「
勧
進
牒
同
日
」
の
直
前
に
は
「
卯
辰
集
同
廿
六
日
」
が
あ
る
。
五

月
説
は
そ
の
直
前
の
「
我
が
庵
」
の
小
字
を
「
同
五
月
」
と
読
ん
だ
た
め
、
直

22
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前
の
「
新
花
鳥
未
ノ
八
月
廿
五
日
」
と
「
同
年
0

0

五
月
」
の
元
禄
四
年
五
月
二
十
六
日

刊
と
解
し
た
訳
で
あ
る
。『
卯
辰
集
』
の
刊
行
日
に
つ
い
て
同
目
録
に
触
れ
た

櫻
井
武
次
郎
氏
は（

（2
（

、『
我
が
庵
』
が
、
八
月
刊
行
の
『
新
花
鳥
』
と
閏
八
月
刊

行
の
『
遠
眼
鏡
』
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、「
五
月
」
は
「
八
月
」
の
記

載
誤
り
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
五
月
」
と
読
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
、「
五
月
」
で
は
な
く
、
単
純
に
「
五
日
」
と
読
む
べ
き
文
字
で
あ
ろ
う
。

「
日
」
の
一
画
目
と
二
画
目
の
縦
画
が
四
画
目
の
横
画
よ
り
も
長
く
下
に
出

て
い
る
た
め
「
月
」
と
紛
ら
わ
し
い
が
、
目
録
を
見
る
と
、「
月
」
の
場
合
は

「
日
」の
二
倍
ほ
ど
縦
長
に
書
い
て
お
り
、
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、

「
我
が
庵
同
五
日
」
は
「
新
花
鳥
未
ノ
八
月
廿
五
日
」
と
「
同
月
0

0

五
日
」
の
八
月
五
日

（
あ
る
い
は
二
十
五
日
）、「
卯
辰
集
同
廿
六
日
」
と
「
勧
進
牒
同
日
」
は
八
月
二
十

六
日
の
刊
行
と
な
る
。
元
禄
四
年
閏
八
月

0

0

0

二
十
五
日
付
智
海
宛
其
角
書
簡
に

「
路
通
上
京
申
し
候
て
、
早
『
勧
進
帳
』
の
第
一
板
行
出
来
申
し
候
。
京
へ
仰

せ
付
け
ら
れ
候
へ
ば
、
拙
者
『
花
つ
み
』・
路
通
『
勧
進
帳
』
も
相
調
ひ
申
し

候
。
ま
は
り
遠
く
て
候
。
本
や
は
二
条
井
筒
屋
庄
兵
衛
と
申
し
候
」
と
報
ず

る
記
事
が
あ
る
の
も
傍
証
と
な
ろ
う（

（2
（

。

五
月
説
が
支
持
さ
れ
た
の
は
、
四
月
初
旬
と
さ
れ
る
路
通
の
江
戸
出
立
と

合
わ
せ
、
刊
行
時
期
と
し
て
妥
当
と
み
な
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
も

あ
ろ
う
。
確
か
に
、『
勧
進
牒
』
に
は
本
集
初
公
開
と
な
る
、
芭
蕉
の
正
月
四

日
の
吟
が
含
ま
れ
て
い
た
。
年
初
の
句
を
公
表
す
る
の
が
八
月
末
で
は
、
機

を
逸
し
た
感
が
否
め
な
い
。
前
引
櫻
井
氏
は
、『
猿
蓑
』
と
の
重
複
句
が
先
に

表
に
出
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
芭
蕉
が
『
卯
辰
集
』
の
刊
行
を
遅
ら
せ
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
。『
勧
進
牒
』
の
場
合
も
、
刊
行
時
期
の
調
整
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
其
角
は
『
猿
蓑
』
の
序
文
を
担
当
し
て
い
る
。
路
通
と
の
接

触
は
断
つ
と
い
う
芭
蕉
で
あ
る
が
（
元
禄
三
年
九
月
十
二
日
付
曾
良
宛
に

「
対
面
、
書
中
と
も
に
断
切
致
し
候
」
と
あ
る
）、
其
角
と
は
密
に
連
絡
を
取

り
合
っ
て
い
た
（
同
書
簡
に
「
其
角
は
度
々
書
状
さ
し
越
し
…
」
と
あ
る
）。

『
猿
蓑
』
の
進
捗
状
況
や
芭
蕉
の
意
気
込
み
を
理
解
し
て
い
た
其
角
が
、『
勧

進
牒
』
の
刊
行
を
遅
ら
せ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、『
猿
蓑
』
の
後
に
『
勧
進
牒
』
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
猿
蓑
』
と
『
勧
進
牒
』
に
重
複
す
る
発
句
は
十
六
句
。
内
訳
は
、
其
角
六
、

芭
蕉
三
、
路
通
一
、
露
沾
一
、
亀
翁
二
、
仙
化
一
、
乙
州
一
、
越
人
一
で
あ

る
。
其
角
が
圧
倒
的
に
多
い
。
な
か
に
は
、『
猿
蓑
』
出
版
直
前
に
芭
蕉
の
指

示
で
誤
読
を
改
め
た
逸
話（『
去
来
抄
』）が
知
ら
れ
る「
此
木
戸
や
鎖
の
さ
ゝ

れ
て
冬
の
月
」
句
も
あ
る
。

本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
『
勧
進
牒
』
所
収
芭
蕉
書
簡
に
お
い
て
も
、
正
月
四

日
句
以
外
の
二
句
は
『
猿
蓑
』
と
重
複
し
て
い
た
。
書
簡
末
の
「
金
平
が
分

別
の
ご
と
く
…
」
は
元
禄
四
年
路
通
引
付
に
載
る
曲
水
の
「
金
平
も
分
別
や

す
む
朝
か
な
」
句
を
踏
ま
え
た
芭
蕉
の
軽
口
で
あ
る（

（2
（

。
曲
水
が
年
末
年
始
の

句
を
報
じ
た
の
に
対
す
る
、
ご
く
私
的
な
返
信
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。『
勧
進
牒
』
で
は
、
書
簡
の
前
に
、「
一
日
曲
水
を
訪
ひ
、
や
く
に
た
ゝ

ぬ
事
共
云
あ
が
り
て
、
心
細
く
成
行
し
に
、
膳
所
の
文
と
て
も
て
き
た
れ
り
。

と
り
〴
〵
開
き
見
る
に
」
と
い
う
文
が
あ
り
、
曲
水
を
訪
問
し
た
路
通
が
直

接
閲
覧
を
許
さ
れ
た
も
の
、
と
記
さ
れ
る
。

『
猿
蓑
』
に
お
い
て
「
住
つ
か
ぬ
」「
人
に
家
を
」
句
を
鑑
賞
し
た
の
ち
、

『
勧
進
牒
』を
手
に
し
た
読
者
は
、
こ
の
二
句
が
書
簡
の
中
に
、
し
か
も
、『
猿

23
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蓑
』
に
載
ら
ぬ
正
月
四
日
句
と
共
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
表
を
突
か

れ
た
の
で
は
な
い
か
。「
人
に
家
を
」
句
が
、『
猿
蓑
』
で
は
「
乙
州
新
宅
」

と
前
書
す
る
ば
か
り
で
、『
勧
進
牒
』
の
方
が
詳
し
く
芭
蕉
の
動
静
を
伝
え
る

こ
と
は
前
述
し
た
。「
住
つ
か
ぬ
」
句
は
『
猿
蓑
』
冬
の
部
に
、

　
　

住
つ
か
ぬ
旅
の
こ
ゝ
ろ
や
置
火
燵　
　

芭
蕉

　
　

寝
ご
ゝ
ろ
や
火
燵
蒲
団
の
さ
め
ぬ
内　

其
角

と
、「
火
燵
」
句
と
し
て
其
角
句
と
並
び
、
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な

「
置
火
燵
」の
性
質
を
、
一
所
不
定
の
旅
心
に
重
ね
合
わ
せ
た
句
と
し
て
配
列

さ
れ
る
。『
勧
進
牒
』
で
は
前
書
が
付
き
、
人
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
旅
住
ま

い
を
続
け
る
自
身
の
境
涯
を
、
や
や
自
嘲
気
味
に
詠
じ
た
句
と
し
て
、
書
簡

と
い
う
私
的
な
場
で
明
か
さ
れ
た
芭
蕉
の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
前
書
の
「
い
ね
〳
〵
と
」
は
、
実
は
、
路
通

の
「
い
ね
〳
〵
と
人
に
い
は
れ
つ
年
の
暮
」
句
を
踏
ま
え
た
諧
謔
で
あ
っ
た
。

実
際
の
書
簡
の
応
酬
と
し
て
は
、
曲
水
が
路
通
の
句
も
報
じ
、
そ
れ
に
芭
蕉

が
応
じ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
い
ね
〳
〵
と
」
句
は
、
路
通

引
付
に
も
、『
勧
進
牒
』
に
も
載
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
猿
蓑
』
に
は

入
集
す
る
。
路
通
と
芭
蕉
の
親
密
さ
を
示
す
な
ら
『
勧
進
牒
』
に
入
集
す
べ

き
句
で
あ
る
。
こ
こ
は
敢
え
て
、
そ
う
し
な
か
っ
た
、
と
考
え
た
い
。『
猿

蓑
』
の
路
通
句
を
心
に
と
め
て
い
た
者
だ
け
が
、
芭
蕉
の
言
葉
の
含
意
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。『
猿
蓑
』
読
者
に
対
す
る
、
い
わ
ば

「
謎
か
け
」
で
あ
る
。

『
猿
蓑
』
夏
の
部
巻
頭
を
飾
る
其
角
「
有
明
の
面
お
こ
す
や

0

0

0

0

0

ほ
と
ゝ
ぎ
す
」

句
は
、
同
書
其
角
序
文
「
誹
諧
の
集
つ
く
る
事
、
古
今
に
わ
た
り
て
、
此
道

の
お
も
て
起
べ
き
時
な
れ
や

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
呼
応
す
る
。
其
角
が
序
文
と
句
の
照
応
を

意
識
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
句
は
『
勧
進
牒
』
に
、

　
　
　
　

奈
須
の
ゝ
は
ら
に
て

　
　

野
を
横
に
馬
引ヒ

キ
む
け
よ
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　

風
羅
坊

　
　

春
秋
の
面
を
こ
す
や
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　

キ
角

と
、
上
五
「
春
秋
の
」
の
句
形
で
入
集
す
る
。
紙
幅
の
都
合
、
典
拠
等
の
詳

細
は
諸
注
に
譲
る
が（

（2
（

、『
猿
蓑
』
に
お
い
て
、
新
た
な
俳
諧
風
雅
の
幕
開
け
の

象
徴
と
し
て
の
意
を
重
ね
鑑
賞
さ
れ
る
時
鳥
句
が
、『
勧
進
牒
』
で
は
、
芭
蕉

句
と
並
べ
ら
れ
、「
野
を
横
に
」
の
水
平
方
向
、「
面
を
こ
す
（
顔
を
上
げ
る
）」

の
垂
直
方
向
、
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
対
比
の
興
が
生
ま
れ
て
い
る
。『
猿
蓑
』
で

味
読
し
た
句
々
が
、『
勧
進
牒
』
の
文
脈
で
新
た
な
魅
力
を
発
揮
す
る
。
ど
こ

ま
で
が
意
図
的
な
も
の
か
、
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
こ
う
し
た
効
果

を
想
定
し
、
其
角
が
巧
ん
だ
可
能
性
は
あ
る
。
共
に
井
筒
屋
の
版
行
で
あ
る

の
は
、
両
書
が
一
対
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
意
図
を
も
感
じ
さ

せ
る
。

そ
し
て
、お
そ
ら
く
、芭
蕉
も
こ
の
試
み
を
興
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
収

録
歌
仙
で
唯
一
重
複
す
る
「
梅
若
菜
」
巻
は
、
元
禄
四
年
正
月
、
大
津
に
い

た
芭
蕉
が
、
江
戸
に
下
る
乙
州
の
餞
別
と
し
て
興
行
し
た
も
の
で
、
当
初
二

十
句
で
終
わ
っ
て
い
た
。
下
向
し
た
乙
州
が
江
戸
で
披
露
し
た
の
で
あ
ろ
う
、

『
勧
進
牒
』で
は
、
そ
の
二
十
一
句
め
以
降
を
其
角
ら
が
継
い
で
い
る
。
一
方

の
芭
蕉
は
、
こ
れ
を
伊
賀
で
三
十
二
句
め
ま
で
継
が
せ
、
残
り
の
四
句
を
京

で
満
尾
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
頃
、
乙
州
が
上
京
し
、
江
戸
の
消
息
を
芭
蕉
に

伝
え
て
い
る
（『
嵯
峨
日
記
』
四
月
二
十
二
、
二
十
五
日
の
条
）。
乙
州
は
こ

24
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の
歌
仙
の
当
事
者
で
あ
る
。
江
戸
で
満
尾
し
た
歌
仙
が
『
勧
進
牒
』
に
入
集

す
る
こ
と
を
も
芭
蕉
に
知
ら
せ
た
に
違
い
な
い
。
芭
蕉
が
京
で
四
句
継
が
せ
、

編
集
作
業
も
終
盤
に
近
い
『
猿
蓑
』
に
収
め
た
の
は
、『
勧
進
牒
』
と
の
呼
応

対
照
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
芭
蕉
と
其
角
と
に
よ
っ
て
、

集
と
集
を
通
し
て
の
、
唱
和
と
変
奏
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に

『
勧
進
牒
』出
版
の
た
め
に
上
京
し
た
路
通
と
、
芭
蕉
と
の
対
面
が
確
認
さ

れ
る
の
は
、
七
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
元
禄
四
年
七
月
中
下
旬
の
興
行
と
推

定
さ
れ
る
「
蠅
な
ら
ぶ
」
歌
仙
（
連
衆
、
去
来
・
芭
蕉
・
路
通
・
丈
草
・
惟

然
）、「
牛
部
屋
に
」
歌
仙
（
連
衆
、
芭
蕉
・
路
通
・
史
邦
・
丈
草
・
去
来
・

野
童
・
正
秀
）
の
二
歌
仙
に
路
通
の
名
が
あ
る
。
元
禄
三
年
一
月
三
日
に
膳

所
で
別
れ
て
以
来
、
久
々
の
対
面
を
果
た
し
た
芭
蕉
と
路
通
の
間
に
、
ど
の

よ
う
な
会
話
が
あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
が
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
後
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
芭
蕉
の
幾
つ
か
の
句
座
に
路
通
が
参
加

し
て
お
り
、
路
通
が
芭
蕉
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
其
角

の
後
援
が
功
を
奏
し
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

『
勧
進
牒
』刊
行
後
、
閏
八
月
に
、
京
の
只
丸
を
訪
ね
た
路
通
は
、
乞
わ
れ

る
ま
ま
に
其
角
・
亀
翁
ら
の
句
を
書
き
与
え
、
只
丸
は
そ
の
句
稿
を
路
通
版

下
の
ま
ま
『
小
松
原
』
に
追
加
収
録
し
て
い
る（

（2
（

。

興
味
深
い
の
は
、
路
通
が
そ
の
句
稿
末
尾
に「
辛
未
餘
壮
四
日 

俳
諧
勧
進

0

0

0

0

乞
食
0

0

漫
書
」
と
署
名
す
る
こ
と
で
あ
る
。
編
集
上
の
設
定
で
あ
っ
た
俳
諧
勧

進
乞
食
が
、
撰
集
の
舞
台
を
飛
び
出
し
、
生
身
の
俳
諧
勧
進
乞
食
と
し
て
活

動
を
始
め
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

西
行
に
憧
れ
、
乞
食
僧
に
身
を
や
つ
し
て
旅
を
し
た
芭
蕉
の『
奥
の
細
道
』

が
、
事
実
の
記
録
で
は
な
く
、
虚
構
を
ま
じ
え
た
文
学
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、

今
更
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
作
品
と
し
て
の
世
界
の
創
出
を
、
紀

行
文
で
は
な
く
、
撰
集
に
お
い
て『
勧
進
牒
』は
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
背
後
に
、
演
出
家
其
角
の
存
在
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、『
奥
の
細
道
』
は
、

ま
だ
、
世
に
存
在
し
な
い
。
現
実
世
界
で
の
旅
を
作
品
に
す
り
あ
げ
た
芭
蕉

と
、
作
品
か
ら
現
実
世
界
に
歩
み
出
し
た
路
通
と
。
両
者
の
距
離
は
思
い
の

ほ
か
近
く
、『
奥
の
細
道
』
が
決
し
て
特
別
な
世
界
で
は
な
い
こ
と
を
、『
勧

進
牒
』
は
示
し
て
い
る
。

注（
1
）
芭
蕉
書
簡
は
、
今
栄
蔵
氏
『
芭
蕉
書
簡
大
成
』（
二
〇
〇
五
年
、
角
川
学
芸
出

版
）
に
よ
る
。
た
だ
し
引
用
は
読
み
下
し
て
示
す
。
以
下
同
。

（
2
）藤
木
三
郎
氏「
斎
部
路
通
」（『
俳
句
講
座
3
俳
人
評
伝
下
』一
九
五
九
年
、
明

治
書
院
）。
な
お
、
路
通
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
石
川
真
弘
氏
「
斎
部
路
通
年

譜
」（『
蕉
門
俳
人
年
譜
集
』
一
九
八
二
年
、
前
田
書
店
）
等
も
参
照
し
た
。

（
3
）
杉
岡
留
男
氏
・
今
栄
蔵
氏
「
あ
る
発
掘
―
曲
水
宛
（
推
定
）
芭
蕉
書
簡
」（「
連

歌
俳
諧
研
究
」第
五
十
六
号
、
一
九
七
九
年
一
月
）。
な
お
、
白
石
悌
三
氏「
路

通
と
曽
良
」（『
芭
蕉
』
一
九
八
八
年
、
花
神
社
）
に
茶
入
紛
失
事
件
前
後
の
路

通
の
動
向
に
つ
い
て
関
連
書
簡
を
用
い
た
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

（
4
）
例
え
ば
、
近
作
を
報
じ
る
際
「
江
戸
へ
御
遣
は
し
成
さ
る
ま
じ
く
、
板
行
に

入
る
ゝ
に
こ
ま
り
果
て
候
」
と
念
押
し
す
る
文
言
が
あ
る
（
元
禄
三
年
四
月
十

日
付
此
筋
・
千
川
宛
）。
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（
5
）「
路
通
」（『
潁
原
退
蔵
著
作
集
第
十
二
巻
』
一
九
七
九
年
、
中
央
公
論
社
）。

（
6
）
高
橋
庄
次
氏
に
『
勧
進
牒
』
の
構
造
と
趣
向
に
つ
い
て
、『
あ
ら
野
』『
笈
の

小
文
』
と
の
関
係
か
ら
の
分
析
が
あ
る
（『
芭
蕉
連
作
詩
篇
の
研
究
』
第
一
編

第
五
章
「『
俳
諧
勧
進
牒
』
と
『
猿
蓑
文
集
』
を
め
ぐ
る
問
題
」
一
九
七
九
年
、

笠
間
書
院
）。
高
橋
氏
も
『
勧
進
牒
』
に
お
け
る
其
角
の
役
割
を
「
編
者
に
近

い
も
の
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
乾
裕
幸
氏
も
「『
猿
蓑
』
の
俳
諧
史
的
意
義

―
撰
集
論
の
と
ば
口
に
て
」（
初
出「
国
語
と
国
文
学
」第
六
十
四
巻
八
号
、
一

九
八
七
年
八
月
。『
周
縁
の
歌
学
史
』
一
九
八
九
年
、
桜
楓
社
所
収
）
に
お
い

て
『
勧
進
牒
』
に
言
及
す
る
な
か
で
、「
芭
蕉
に
詫
び
を
入
れ
る
べ
く
入
れ
知

恵
し
て
本
集
を
撰
ば
し
め
た
の
は
其
角
で
は
な
い
か
」と
い
う
石
川
真
弘
氏
の

談
話
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
支
持
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。

（
7
）
其
角
・
芭
蕉
を
除
く
『
勧
進
牒
』
入
集
者
百
五
十
五
名
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

の
其
角
撰
集（『
虚
栗
』『
続
虚
栗
』『
い
つ
を
昔
』『
花
摘
』『
た
れ
が
家
』『
雑

談
集
』）
に
入
集
す
る
者
は
六
十
九
名
。

（
8
）
引
用
は
『
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書 
元
禄
四
年
歳
旦
集
』（
一
九
六

五
年
、
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
刊
行
会
）
に
よ
る
。

（
9
）「
山
手
国
文
論
攷
」
第
十
五
号
、
一
九
九
四
年
三
月
。

（
10
）
本
稿
の
『
勧
進
牒
』
本
文
は
『
蕉
門
俳
書
集
一
』（
一
九
八
三
年
、
勉
誠
社
）

所
収
の
影
印
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は『
古
典
俳
文
学
大
系
6
蕉
門
俳
諧

集
一
』（
一
九
七
二
年
、
集
英
社
）
の
翻
刻
を
参
考
に
し
た
。

（
11
）
冬
の
部
が
百
句
よ
り
成
る
の
も
編
集
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
お
、
注
6
高
橋
氏
稿
は
こ
の
百
句
末
尾
に
歳
旦
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
百
句
を
冬
の
部
で
は
な
く
、
独
立
し
た
作
品
と
見
る
。

（
12
）
拙
稿
「
其
角
『
新
山
家
』
の
方
法
」（「
近
世
文
藝
」
第
八
十
三
号
、
二
〇
〇

六
年
年
一
月
）、「
其
角
『
花
摘
』
の
か
た
ち
」（「
語
文
」
第
九
十
八
輯
、
二
〇

一
二
年
六
月
）
参
照
。
な
お
、
藤
田
真
一
氏
に
「
其
角
『
い
つ
を
昔
』
の
舞
台

裏
―
芭
蕉
と
の
対
話
」（「
俳
文
学
報
」
第
四
十
七
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）、

「
其
角
『
花
摘
』
の
舞
台
―
亡
母
追
善
句
日
記
か
ら
蕉
門
撰
集
へ
」（「
國
文
学
」

第
一
〇
一
巻
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
が
あ
る
。

（
13
）「
露
沾
の
サ
ロ
ン
形
成
と
宝
生
沾
圃
―
能
楽
の
流
行
と
江
戸
蕉
門
」（「
か
が

み
」
第
四
十
号
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）。
な
お
、
本
稿
の
謡
曲
「
安
宅
」
の
引

用
は『
謡
曲
百
番
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
57
、
一
九
九
八
年
、
岩
波
書
店
）

に
、
狂
言
「
宗
論
」
は
同
大
系
58
『
狂
言
記
』（
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
14
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
朝
観
音
」
の
項
に
「
朝
早
く
、
観
音
に
参
詣
す
る
こ

と
。
特
に
、
観
音
の
縁
日
に
あ
た
る
一
八
日
の
朝
、
参
詣
す
る
こ
と
」と
し
て

『
花
千
句
』
の
「
朝
観
音
と
こ
こ
ろ
ざ
す
袖　

季
吟
／
ほ
ん
の
り
と
十
八
日
の

影
う
つ
り　

正
立
」
の
用
例
を
引
く
。
な
お
、『
俳
諧
類
舩
集
』
に
も
「
観
音

→
十
七
夜
」「
十
八
日
→
観
音
」
と
あ
る
。

（
15
）『
諸
注
評
釈
新
芭
蕉
俳
句
大
成
』（
二
〇
一
四
年
、
明
治
書
院
）
等
参
照
。
な

お
、
高
橋
氏
は
注
6
論
稿
で
、「
小
僧
」
が
仏
法
の
初
学
者
を
い
う
こ
と
か
ら
、

勧
進
聖
の
少
年
僧
と
解
し
て
い
る
。

（
16
）
今
栄
蔵
氏
編
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』（
一
九
八
九
年
、
中
央
大
学
出
版
部
）、

雲
英
末
雄
氏
監
修
佐
藤
勝
明
氏
・
伊
藤
善
隆
氏
・
金
子
俊
之
氏
編『
元
禄
時
代

俳
人
大
観
』（
二
〇
一
一
年
、
八
木
書
店
）
に
よ
る
。

（
17
）『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
十
釈
教
歌
に
清
水
観
音
の
詠
作
と
伝
え
る
「
な
を

頼
め
し
め
ぢ
が
原
の
さ
せ
も
草
わ
が
世
の
中
に
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
」を
踏
ま
え

る
。
な
お
、
芭
蕉
句
の
前
書
「
旅
行
」
に
つ
い
て
、『
松
尾
芭
蕉
集
①
』（
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
70
、
一
九
九
五
年
、
小
学
館
。
井
本
農
一
氏
注
解
）
に
、

体
裁
上
、「
路
通
が
軽
い
考
え
で
つ
け
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
す
る
。
前
書
が

本
集
入
集
に
際
し
付
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、「
路
通

の
軽
い
考
え
」で
は
な
く
、
集
の
趣
向
と
見
、
積
極
的
な
意
味
を
読
み
取
り
た

い
。

（
18
）
其
角
を
中
心
と
す
る
唱
和
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
稲
葉
有
祐
氏
『
宝
井
其
角

と
都
会
派
俳
諧
』（
二
〇
一
八
年
、
笠
間
書
院
）
に
詳
し
い
。

（
19
）「
猿
蓑
の
一
考
察
」（
初
出
「
佐
賀
大
学
文
学
論
集
」
2
、
一
九
六
〇
年
七
月
。

『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
三
巻
』
二
〇
〇
三
年
、
和
泉
書
院
所
収
）
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（
20
）
白
石
悌
三
氏
「
幻
住
庵
記
の
諸
本
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
70
『
芭
蕉
七
部

集
』
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
）
に
「
C
初
稿
」
と
す
る
『
芭
蕉
文
考
』
所
収

本
文
を
引
用
し
た
。
た
だ
し
、
適
宜
句
読
点
、
濁
点
を
施
し
た
。
な
お
、
本
稿

の
『
猿
蓑
』
引
用
は
同
大
系
に
よ
る
。

（
21
）「
月
山
句
合
」
が
芭
蕉
句
「
わ
す
る
な
よ
藪
の
中
な
る
む
め
の
花
」
の
作
者
名

を
「
漁
夫
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
松
尾
芭
蕉
集
①
』
に
「
作
者
を
漁
夫

と
誤
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
餞
別
句
を
贈
っ
た
行
脚
の
僧
の
名
前
が
「
漁
夫
」

で
あ
っ
た
か
」
と
す
る
等
、
諸
注
に
『
勧
進
牒
』
の
誤
記
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、

西
行
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
「
山
家
客
人
」「
野
径
亭
主
」
に
倣
っ
て
其
角
『
田

舎
之
句
合
』
が
「
ね
り
ま
の
農
夫
」「
か
さ
い
の
野
人
」
の
句
合
と
し
た
よ
う

に
、
仮
名
に
よ
る
趣
向
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。「
月
山
句
合
」
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。

（
22
）『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
32
近
世
書
目
集
』（
一
九
八
九
年
、
財
団
法
人
日

本
古
典
文
学
会
）
の
影
印
に
よ
っ
た
。

（
23
）「
加
賀
蕉
門
と
近
江
蕉
門
」（
栗
山
理
一
編
『
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
』
一
九
七

八
年
、
雄
山
閣
所
収
）

（
24
）
引
用
は
飯
田
正
一
氏
編
『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』（
一
九
七
二
年
、
桜
楓
社
）
に

よ
る
。
た
だ
し
、
読
み
下
し
た
。

（
25
）
例
え
ば
元
禄
三
年
六
月
三
十
日
付
曲
水
宛
芭
蕉
書
簡
に
も
、『
花
摘
』
の
曲

水
・
其
角
歌
仙
中
の
付
合
を
狂
歌
に
転
用
し
た
芭
蕉
の
遊
び
が
み
ら
れ
る
。

（
26
）
近
年
の
注
釈
と
し
て
、
句
の
配
列
に
着
目
さ
れ
た
佐
藤
勝
明
氏
に
よ
る
一
連

の
研
究
が
あ
る
。
時
鳥
句
に
つ
い
て
は
「『
猿
蓑
』
夏
発
句
考
（
一
）
―
時
鳥

と
茂
り
の
一
連
―
」（「
和
洋
国
文
研
究
」
第
四
十
一
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

参
照
。

（
27
）『
小
松
原
』
収
録
路
通
稿
に
つ
い
て
は
、
雲
英
末
雄
氏
「
蕉
門
俳
人
の
逸
句
」

（
初
出
『
潁
原
退
蔵
著
作
集
』
第
十
二
巻
月
報
第
七
号
、
一
九
七
九
年
十
月
。

『
俳
書
の
話
』
一
九
八
九
年
、
青
裳
堂
書
店
所
収
）
参
照
。『
小
松
原
』
の
路
通

稿
と
『
勧
進
牒
』
の
版
下
は
共
通
す
る
点
が
多
い
が
、
同
筆
と
断
ず
る
に
は
若

干
の
疑
問
が
残
る
。
今
後
の
課
題
と
し
、
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

�

＊
本
研
究
はJSPS

科
研
費JP21K

20002

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
つ
じ
む
ら
・
な
お
こ　

大
手
前
大
学
准
教
授
）
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